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各位 

 

当社「ecomo クローズドリサイクルサービス」を小林製薬が導入 

段ボール資源循環の一元管理を実現 

 

国際紙パルプ商事株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役 社長執行役員： 

栗原 正、以下、当社）は、小林製薬グループ（本社：大阪府大阪市、社長：小林章浩、

以下、小林製薬）に資源循環を一元管理するシステム「ecomoクローズドリサイクルサー

ビス」を提供し、流通過程で発生する使用済みの段ボールの一部を古紙として回収、再資

源化までの見える化を実現いたしました。 

 

当社が開発した「ecomoクローズドリサイクルサービス」は、資源循環の実現・見える化

をサポートするシステムとして取引先に最適なクローズドリサイクルソリューションを提

供しています。このたび、当社は小林製薬に同システムを提供し、資源を最大限に活用す

る仕組みを通じ、環境負荷低減への取り組みをサポートしています。 

 

同システムは、各企業の環境負荷低減に向けた動きに対応し、紙以外にも応用編として資

材メーカーの廃材や工場用梱包メーカーの材料などを対象に含めるなどその範囲は徐々に

広がってきています。今後も当社は、サーマルとマテリアルのリサイクルスキームの構築

を通じ、循環型社会の実現に向けて尽力してまいります。 

  

詳しくは下記の URLよりご覧ください。 

https://ecomo.closedrecycle.jp/ 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

国際紙パルプ商事株式会社  

コーポレート・コミュニケーション室 TEL 03-3542-4169 

https://ecomo.closedrecycle.jp/

